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海外ものづくりの体験プロジェクト

機械システムエ学科廣江哲幸・森和也

ａおわりに

本プロジェクトによって，参加学生の海外行動能力

は飛躍的に高まった．行程の後半では，学生は，自在

に移動・交渉等をおこなえるようになった．

このプロジェクトの実施には，引率教員の旅費が解

決すべき課題であった．ものづくり創造融合工学教育

事業によって，本プロジェクトが実施できたことをこ

こに感謝する．

１．はじめに

機械システムエ学科の３年次工場見学は，これまで

国内のものづくりの現場を見学する趣旨で行われてき

た．今回，次に掲げる目標を設定して，１コースをア

メリカ西海岸のものづくりを見学するプロジェクトを

実施した．期間を－週間とし，単位化して（機械シス

テム特別演習（２単位)）学生への教育効果の改善を図

った．

○安全で経済的な海外旅行を計画・実行できる能力を

習得する．

○日本では見ること出来ない世界企業のものづくりを

体験する．

○長年習得した英語力を実践し，今後の英語学習の駆

動力とする

２．プロジェクトの概要

表１に，本プロジェクトの行程表を示している学

生の自主的参加を目的して，行程の計画，見学先の予

約等を学生自らおこなった．

図１は，ボーイング社の写真である．図２と図３は

NASAでの写真である図４はGrandCanyonの写

真である空の青さが印象的であった．
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表１海外ものづくり体験行程表
､‘中入

日付｜出発地／到着地，見学先

9/１４１成田発／シアトル着，MuseumofFlight見学

9/l51BowmgFntureofFIight見学

9/l61UmversityofWashington見学 ~w竿一い－昼

9/ｌ７１シアトル発／ロサンゼルス着，GrandCanyon見学

9/１８１NASADrydenFlightReseamhCenter見学

9/1９１ロサンゼルス発／成田着（9/20）

図３スペースシャトルの着地点(UFOも出現?）
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図４GrandCanyon図１BowingFutureofFlight

7０

;:ｆ｝ [:発具少至11着心見学ｸﾞ.；

ツエ４ 戒1K:発／シアトル着，Museumofmight見学

9/２ BowingFbItureorFlighb見学

9/２ Iｱniv虹sitｙ(〕fWasllington見学

(ｙｌ シア、ル発／ロ・り゛ンゼルス着，（;rgLnd(〕anycn見学

9/1 NASADrydenHlightRes(BarCh(>(ｍｔｅｒ見学
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